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く目的〉

現用の3代田陸奥湾海況自動観測システムに耐用年限が到来するため，その更新整備事業の実施に向

けて，次期システムの構成並びに機能や性能等の基本仕様を策定する.

く賦験研究方法〉

新システム基本仕様検討委員会を設け，問委員会の審議を経て，新システムの基本仕様，更新整備事

業費並びに同事業を「設計・施工一括発注型提案公募方式による随意契約jにより実施する際に適用する

技術提案仕様書案を策定した.

く結果の概要・要約〉

新システム基本仕様検討委員会を次のように組織し，開催して，次期システムの基本仕様等を策定し

た.

1委員構成

区分 所 属 職名 氏名 摘要

委員長 北海道大学文学院水産科学研究科 教授 中尾繁 学識経験者

委員 北海道大学大学院水産科学研究科 助教授 磯田豊 学識経障者

委員 弘前大学人文学部 助教授 漕博 学識経験者

委員 県鹿林水産政策謀 参事(課長〉 佐々木正昭 県職員

委員 県水産援興標 課長 坪田哲 県職員

委員 県議港譜場整備課 課長 竹内春繁 県職員

委員 県水産総合研究センター 所長 津田満 県職員

2 委員会の開催と審議経過

国次 開催日 審議事項等

(1)委員会実施要領と実施計画について

第 l回 7月9日 (2)新システム基本構想について

。)民間事業者によるシステム構想・技術事例の発表

(1)第1回委員会における提言事項について

1)濁度の観測

2)携帯電話利用による情報提供

第2固 9月2日 。)新システム基本仕様について

1)多項目観測ブイ基本仕様

2)水温項目観測フイ基本仕様

3)情報処理・情報提供機能基本仕様

(1)海混自動観測システム更新整備事業費について

第3回 10月4日 (2) r設計・施工一括発注方式による提案公募型随意契約に適用する『技術
提案仕様書』について
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く主要成果の具体的なデータ>

表次期システムの基本仕様(概要)

1 フ(観イ観測測地局点数} 多〈項野辺目地観測ブイブ廃イ止2義) (平舘‘東湾)，水温項目観測フイ 1基(青森ヲイを小型化)

2 観測膚(水深} 水深1m，15m， 30m，海底上1....2mの4膚

3 観測項目 海象項目..気水温温，，凪塩分(風，向溶・存嵐酸速素)， 蛍光強度〈，蛍流光れ強度〈流観両測=追流加速，} 
気象項目: 嵐速) 流れはADCP採用)

(1) 係本体留方方式式 :3円点盤保裂留フ方イ式
(勾 : 3 a.fl1iA. (スタッドリンクチェーン，コンクリートシンカー)

4 多項目観測ブイ 。}電源方式:太絹光発電〈太陽電池パネル，密閉型鉛蓄電池}
技術 (4)通信方式:j携帯電器用パケット通信と ISDN回線方式

((56)3 センサー設置方式:海底立よ11型(中間フロートとチェーンシンカーによる浮力士旬衡型)
データ伝送方式:電磁醗導伝送方式

5 水温項目観測ブ
イ技術

6 遜信技術 携帯電話用パケット通信と ISDN回線方式(中継局痩止}

{間0・ヲ定通測ィ重信毎デ処欄週ー理侮局タ.信@と，健の収E逓集信領J誕地局ネヲトワーク通信網血 システム温用量調柵鰻表示樺能等

保存，表示，帳票作成，基礎統計処理，修正様能等

(3)観情測報デ管ー理タ機の能データベース管理(受取・更新・管理)，特定事j用者〈所内利用者)への観測ヂー

7 情報処理・提供 タE信犠能等

技術
(4)鎗情帯報電握話供端機末能-PC(自端ど動を末電提に話供，イ応.ン提答タ機供ー情能ネ報廃ッ止はト)自を動利更用新し.水利温用・涜通れ信な回ど線のIま現N況TI数東値日情本報jや 10日間位の
期間の推移国情報な 線 東本ISDN回線

(5)事共務通室利娼用家機能〈観測データの表示・印刷，システム運用監視情報表示}機能等

能恥1:.)
(FAX自動記信織

(め蕃無地停局電停電電源発機生能時に20分間程度の電源供給を補償

国次期システムの全体配置

く次年度の具体的計画〉

システム更新整備1期工事施工

提案公募方式により，提案審査委員会審議を経て採用提案と事業者を選考，決定し，実施設計を行っ

た上で， 1期工事(基地局・青森プイ更新，野辺地プイ撤去)を施工する.工事施工管理も委託実施する.

-66-


